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 第 5 章では、対象とする４つの地域開発銀行の社会環境セーフガード政策のうち、最も
問題が深刻化、長期化しやすい住民移転に着目し、被害を受けた住民からの異議申立を地
域開発銀行が受け付けるアカウンタビリティ・メカニズムの比較が行われた。 
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のであり、その全部に適切に対応がなされていた。2016 年 12 月 20 日に実施された口頭試
問における質疑応答のいずれにおいても申請者の対応は十分なものであったと言える。 
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 なお、審査小委員会としては申請者の学位取得以降の課題として、戦略的環境アセスメ
ントの有効性の検討、問題点の抽出及び分析におけるテキストマイニング手法の利用可能
性、問題点相互の関係等の一層の分析、実用的な寄与に向けた成果の積極的発信などにつ
いて意見を述べた。 
 
６．審査結果 
 本小委員会では辻昌美氏の学位請求論文について、博士（公共政策学）の学位授与に値
すると判断し、学位の授与を推薦する。 
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